
中部保健所　感染症情報 （第１６週）令和6年第１６週（4月15日～4月21日）

《定点報告》 令和6年第１６週（4月15日～4月21日）

A型 B型 不明

0歳

1～3歳 0.3 0.7 0.3 0.3

4～6歳 2.3

7～9歳 0.5 1.7 1.0

10～14歳 0.3 0.7

15～19歳 0.5

20歳以上 0.3 0.8

0.3 0.3

70歳以上
（再掲） 0.3

前週 0.8 1.0 2.3 2.0 0.3

※感染症発生動向調査について

感染症については、医師からの報告により全数を把握していますが、インフルエンザなど特定の

疾病ついては、指定された医療機関（定点）からの報告で発生状況を把握しています。

ここにあげた数値は、１定点あたりの平均の患者数となります。（定点医療機関数　インフルエンザ４、小児科３）  
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新型コロナウイルス感染症等やＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎等の報
告数が増加しています。気候も良くなり、多くの人と接する機会が増
えるのに伴い、様々な感染症が増えてきます。
室内の換気、手洗いの励行、咳エチケット、場面に応じたマスクの
着用など、基本的な感染予防対策に留意ください。

■基本的な感染対策に注意しましょう

。
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は、幼児から学童期の小児に多く発生
しますが、ほかの年代でも感染することがあります。
のどの痛みや発熱が主な症状です。患者のせきやくしゃみなどのし
ぶきに含まれる細菌を吸い込むことによる（飛沫感染）や、細菌が付
着した手で口や鼻を触ることによる（接触感染）、食品を介して細菌
が口に入ることによる（傾向感染）によって感染します。

感染予防、感染拡大防止には、患者との接触やタオルの共用を避

け、こまめな手洗いとうがい、咳エチケット等を心がけましょう。

■Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎に注意してください！
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掲載内容について、不明な点がある場合は、下記へお問い合わせください
中部保健所 Eメール　a12083@pref.oita.lg.jp

電話　0972-62-9171
FAX　 0972-62-9173

0

2

定点あたり
水痘

2021

2022

2023

2024

0

2

4

6

定点あたり

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2021

2022

2023

2024




